
出エジプト記の結晶の学び 第 5週 過越の祭り 

鳥

瞰 

出エジプト記において予表されている、キリストの贖いの詳細な記述が示しているのは、わたしたちがキリストの贖いを具体的

で詳細な方法において記念することを、神が意図しているということです。人は堕落したので、贖いの必要があります。わたし

たちは過越の祭りとしてのキリストの中へと信じたその日から、新しい誕生、新しい開始を持ちます。過越の祭りはキリストの

予表です。彼は過越の小羊であるだけでなく、過越の祭りのあらゆる面でもあります。イスラエルの子たちは、過越の祭りの継

続として、七日間、パン種のないパンの祭りを守らなければなりませんでした。クリスチャン生活は、パン種のないキリストを

食べ、キリストを祝宴として享受し、命の供給とします。 

 真理要点 経験適用 

１

日 

1.ヘブル人の二つの暦につい

て、どのような違いがあるか説

明して下さい。 

2.「アビブ」という言葉の意味

とわたしたちの霊的な経験を説

明して下さい。 

 

1.それは聖なる暦と市民の暦です。市民の暦は普通のものでしたが、聖なる暦は神の救いの経験と関係があり

ました。神の贖われた者として、わたしたちは二つの誕生、二つの開始を持っています。それは肉体の開始を

伴う肉体の誕生と、霊的な開始を伴う霊的な誕生です。わたしたちが主イエスを信じた日、聖なる暦にしたが

ったわたしたちの年齢が始まりました。その日、わたしたちは新しい誕生と新しい開始を持ちました。 

2.「アビブ」という言葉は、「芽が出る」、「発芽する」、「柔らかく」、「緑」であることを意味し、小麦

の緑の穂を指しています。芽が出ることと発芽することは、命の活力の開始を表徴します。わたしたちが主の

御名をはじめて呼び求め、彼を信じ、救われた日に、命はわたしたちの内側から発芽し、芽が出始めました。

わたしたちが主の御名をはじめて呼び求め、彼を信じ、救われた日に、命はわたしたちの内側から発芽し、芽

が出始めました。 

２

日 

1.過越の祭りの意味を説明して

下さい。また、彼らはなぜ家の

中で小羊を食べるように命じら

れましたか? 

2.過越の祭りの子羊は四日間調

べられましたが、キリストはど

のようにして調べられました

か？ 

1.出エジプト記第 12章によれば、神がイスラエルの子たちを過ぎ越されたのは、過越の小羊の血が彼らの家の

かもいと門柱に振りかけられていたからです。イスラエルの子たちは、彼らの家の中で小羊の肉を食べるよう

に命じられていました。これは、その家が彼らのおおいとなるべきであり、その下で、またその中で彼らが過

越の小羊の肉を食べることができたことを示します。 

2.主は捕らえられた後、六回のテストを受けました。それは、神の律法にしたがって彼を調べた祭司たちの手

で三回、ローマの法律にしたがって彼をテストしたローマの支配者たちの下で三回です。最終的に、ピラトは

彼に何の落ち度も見いだすことができないと宣言しなければなりませんでした。過越の小羊としてのキリスト

に落ち度はなく、傷はありませんでした。 

３

日 

1.どのようにして「焼かれ」た

きリストを取りますか？ 

2.「生」のキリスト、「煮られ

た」キリストを取るということ

はどういうことでしょうか？ 

1.十字架上でキリストは神の裁きの下でわたしたちのために苦しまれました。彼は神の激怒の聖なる火によっ

て燃やされ、「焼かれ」ました。彼はわたしたちの贖い主として、わたしたちのために裁かれました。これは火

で焼かれたキリストを取ることです。これは神によって定められた正常な方法です。 

2.キリストを「生で」取ることは、近代主義者によって主張されており、キリストを習うべき人の生活の手本

あるいは模範とすることです。「煮られた」キリストを取ることは、十字架上のキリストの死を迫害と殉教と

考えて、わたしたちの贖いのための死と考えないことです。 

４

日 

1.イスラエルの子たちが小羊の

肉をパン種のないパンと苦菜と

共に食べることに、どのような

霊的な意義がありますか？ 

2.小羊を食べる時、腰に帯を締

め、足にサンダルを履き、手に

杖を持ち、急いで食べました。

この意味は何でしょうか？ 

1.パン種のないパンと共に食べるとは、すべての罪深いものを取り除くことを意味します。同時に、わたした

ちは苦菜を食べる必要があります。これは、わたしたちが後悔し悔い改め、罪深い事柄に関して苦みを経験す

る必要があることを意味します。わたしたちが主イエスを信じたとき、わたしたちの多くは彼をわたしたちの

命の供給として受け入れ、またあらゆる罪深いものを放棄しました。同時に、わたしたちは後悔と悔い改めを

経験しました。これは、わたしたちがキリストを苦菜と共に食べたことを示します。 

2.イスラエルの子たちは過越の小羊を食べていたとき、軍隊のようでした。帯を締めるのは、軍隊の兵士であ

るための準備の一部分です。サンダルを履くことは彼らが行程のために備えをすべきであったことを示しま

す。杖も行程のために用いられました。また食べるのも警戒して迅速でした。これら全ては彼らが軍隊のよう

であり、戦いに行く準備をしていたことを示します。 

５

日 

1.一束のヒソプは、かもいと門

柱に小羊の血を塗るのに用いら

れました。このことをどのよう

に霊的な経験に適用しますか？ 

2.何故、イスラエルの子たちは

門に血を塗られた家の中に朝ま

で留まる必要があったのでしょ

うか？ 

1.ヒソプは植物のうちで最も小さいものでした。ヒソプは信仰を表徴します。神はわたしたちが少しの信仰を

持つことを要求されます。たとえわたしたちの信仰がとても小さくても、わたしたちはなおも過越の小羊を適

用することができます。罪人が、「主イエスよ、あなたがわたしのために死んでくださったことを感謝します」

と祈るなら、救われるでしょう。そのような小さな量の信仰さえ彼を救うでしょう。 

2.十字架上でキリストは、わたしたちの身代わりとして死なれました。しかしながら、彼がわたしたちの身代

わりとなることは、わたしたちが彼と一体化されることを要求します。 わたしたちがキリストの中ヘと入るの

は、血が適用された門を通してです。キリストの中ヘと入った後、わたしたちは彼の中にとどまっている必要

があります。わたしたちはただ、わたしたちとキリストとの一体化を維持すべきです。それは、わたしたちが

無であり、彼がすべてであることを絶えず認識することによってです。わたしたちは過越にあずかる家の中に

とどまるべきです。 

６

日 

1.クリスチャン生活にパン種が

見られるべきではありません

が、実行においてどのように訓

練するべきですか？ 

2.出エジプト記第 12章 19節で

イスラエルの集団から断たれる

とは、神の選ばれた民の交わり

から断たれることです。わたし

たちはこれをどのように適用し

ますか？ 

1.わたしたちが全くパン種を持たないのは不可能ですが、パン種が見られないことは可能です。わたしたちに

罪がないことは可能ではありませんが、わたしたちは現れ出ているどんな罪も、見えているどんな罪も対処し

なければなりません。わたしたちは自分の生活に罪深いものを発見したときはいつも、それを取り除かなけれ

ばなりません。わたしたちの生活や環境の中に多くの罪があっても、わたしたちはそれを意識しないかもしれ

ません。しかしながら、わたしたちはそれを意識すると直ちに、それを対処しなければなりません。わたした

ちは意識している罪を捨てなければなりません。 

2.もしわたしたちが暴露されている罪を容認するなら、わたしたちの交わりは断たれるでしょう。これは、ク

リスチャンとしてわたしたちは罪のない生活をして、暴露されたいかなる罪も容認すべきでないことを示しま

す。現れ出ている罪を対処することは、パン種のないパンの祭りを守ることです。キリストはパン種のないパ

ンです。わたしたちは彼を食べれば食べるほど、ますますパン種のないものとなるでしょう。罪を除き去る唯

一の道は、十字架につけられ、復活した、罪のない命であるキリストを食べることです。 

ま 

と

め 

創世記の最後、人はエジプトで棺の中にいました。これは人の堕落の光景です。主に感謝します。わたしたちは出エジプト記第

12 章があります。キリストはわたしたちの過越の祭りです。アビブの月の芽が出る、発芽することによって、わたしたちは新し

い誕生と新しい開始を持ちます。過越の祭りのあらゆる面はキリストです。彼はわたしたちの贖い、救い、新鮮、復活、信仰、

戦い…などです。パン種のないパンの祭りを七日間守ることは、あらゆるクリスチャン生活は、罪のないものである必要がある

こと、意識し、現れ、見えている罪を対処する必要があることを言っています。 

 


